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学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令案に関する 

パブリックコメント（意見公募手続）の結果について 

 

 「学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令案」について、令和５年４月１４日

から令和５年４月２２日までの期間、電子政府の総合窓口(e-Gov)の意見提出フォーム・

郵送・電子メールを通じて、広く国民の皆様から御意見の募集を行いましたところ、合

計８８５件の御意見をいただきました。 

 今回御意見をお寄せいただきました多くの方々の御協力に厚く御礼申し上げます。 

 いただいた主な御意見の概要及びそれに対する文部科学省の考え方は別紙のとおり

です。なお、とりまとめの都合上、内容により適宜集約させていただいております。貴

重な御意見をお寄せいただき、厚く御礼申し上げます。 

 

 

 



（別 紙） 

 

分 野 主な御意見の概要 文部科学省の考え方 

１．学校に

おいて予防

すべき感染

症の位置付

けの見直し

について 

新型コロナウイルス感染症は風邪等

と同等に扱うべきであり、学校にお

いて予防すべき感染症に位置付ける

べき感染症ではない。 

今回の改正は、感染症の予防及び感

染症の患者に対する医療に関する法

律施行規則の一部改正によって、新

型コロナウイルス感染症が５類感染

症に位置付けられる予定であること

や、厚生科学審議会感染症部会にお

いて、新型コロナウイルス感染症の

特徴として、一年を通じて複数回の

流行があり、伝播性が高いとされて

いること等を踏まえ、学校保健安全

法施行規則において、飛沫感染する

もので、児童生徒等の罹患が多く、

学校において流行を広げる可能性が

高い感染症が位置付けられる、第二

種の感染症として位置付けるもので

す。 

２．出席停

止期間の基

準について 

 

 

発症から10日間が経過するまではウ

イルス排出の可能性があるとされて

いることなどから、出席停止期間は

改正案より長くすべきである。 

 

今回の改正は、子供を含む社会一般

の療養期間の考え方や、新型コロナ

ウイルス感染症のウイルスの排出期

間に関する国立感染症研究所のデー

タなどを踏まえたものであり、それ

らによれば、発症後３日間は、感染

性のウイルスの平均的な排出量が非

常に多く、５日間経過後は大きく減

少するとされていることから、新型

コロナウイルス感染症の出席停止期

間の基準を「発症した後五日、かつ

、症状が軽快した後一日」としてい

ます。 

なお、厚生労働省の示す社会一般の

療養期間の考え方も踏まえ、今後発

出する予定の施行通知において、出

席停止解除後、発症した後10日を経



過するまでは、マスクの着用を推奨

することについて周知いたします。 

新型コロナウイルス感染症について

は出席停止の措置を講じる必要はな

く、出席停止期間の基準を定める必

要は無い。 

今回の改正は、子供を含む社会一般

の療養期間の考え方や、新型コロナ

ウイルス感染症のウイルスの排出期

間に関する国立感染症研究所のデー

タなどを踏まえたものであり、それ

らによれば、発症後３日間は、感染

性のウイルスの平均的な排出量が非

常に多く、５日間経過後は大きく減

少するとされていることから、新型

コロナウイルス感染症の出席停止期

間の基準を「発症した後五日、かつ

、症状が軽快した後一日」としてい

ます。 

長期間の出席停止は子供の学ぶ権利

を奪うことであり、子供は重症化リ

スクが低いことなども踏まえると、

改正案は長すぎるため、より短縮す

るべきである。 

出席停止期間の基準を５日に改める

ということは妥当な落とし所と考え

る。 

本省令案に賛成の御意見として承り

ました。 

発症から10日目まではマスクの着用

を推奨すべきであり、出席停止期間

の基準に明記してほしい。 

厚生労働省の示す社会一般の療養期

間の考え方も踏まえ、今後発出する

予定の施行通知において、出席停止

解除後、発症した後10日を経過する

までは、マスクの着用を推奨するこ

とについて周知いたします。 

３．その他 マスク着用をはじめとした感染症対

策を強制しないでほしい。衛生管理

マニュアルを廃止してほしい。 

いただいた御意見につきましては、

今後の施策の参考とさせていただき

ます。 

マスク着用をはじめとした感染症対

策を継続してほしい。 

 


